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【背景・目的】アスコルビン酸（ＡｓＡ）は高い抗酸化能を有し、様々な薬理効

果が確認されている。一方で水溶性のＡｓＡは一度に多量に摂取しても吸収率が

低下するため、高い血中濃度を維持するにはこまめな摂取を要する。我々はこれ

まで、ＡｓＡと脂溶性誘導体であるアスコルビン酸パルミテート（ＡＰ）との混

合投与によりＣmax およびＡＵＣが増大することを報告してきた。本研究では、好

適な血中プロファイルを達成する徐放化基剤を探索するため、各種基剤にＡｓＡ

またはＡＰを溶解、懸濁し、投与した際の血漿中ＡｓＡ濃度推移を評価した。 

【方法】Hartley 系モルモットの雄を用い、ＡｓＡを水、ヒアルロン酸（ＨＡ）水

溶液およびポリグルタミン酸（ＰＧ）水溶液に溶解し、強制経口投与した。投与

後 24 時間まで継時的に採血し、得られた血液を定量キットを用いて血漿中ＡｓＡ

濃度を評価した。さらに水およびヒアルロン酸濃度を変更した水溶液（0.1、0.5、

1.0、2.0％）にＡｓＡを溶解、水およびヒアルロン酸水溶液にＡＰを懸濁した系

も同様に評価した。投与量はＡｓＡ200ｍｇ、ＡＰはＡｓＡ200ｍｇ換算量とした。 

【結果・考察】ＡｓＡのＨＡ水溶液投与群は水投与群と比較しＴmax が増大し、Ｐ

Ｇ水溶液投与群のＣmax は水投与群と比較し減少することが確認された。ＨＡの濃

度を変更しＡｓＡを投与した系では差は確認できなかった。一方で、ＡＰを投与

した系では、ＨＡ水溶液投与群は水投与群と比較しＣmax、ＡＵＣの増大が確認さ

れた。水溶性であるＡｓＡはＨＡから容易に溶出することが考えられた。脂溶性

誘導体であるＡＰにおいては、ＨＡは徐放化能を示し、ＡＰの吸収を向上できる

可能性が示唆された。 


